
令和 6年度退職教員の紹介 

 

部局名 大気海洋研究所 

 

氏名 安田一郎 

職名 教授 

本学在職期間 平成 9年 4月～令和 7年 3月 

所属 海洋地球システム研究系海洋物理学部門 

専門分野 海洋物理学・水産海洋学 

略歴 

昭和 57年 3月 本学理学部地球物理学科卒業 

昭和 59年 3月 本学大学院理研究科博士課程修了、理学修士 

昭和 59年 4月 農林水産省水産庁研究部研究科・農林水産技官 

昭和 60年 4月 農林水産省水産庁東北区水産研究所・研究員 

平成 4年 1月 学位「博士(理学)」東京大学 

平成 5年 4月 東北区水産研究所・主任研究官 

平成 6年 10月 北海道大学・大学院地球環境科学研究科・助教授 

平成 9年 4月 本学・大学院理学系研究科・助教授 

平成 17年 4月 本学海洋研究所・海洋生物資源部門・教授 

平成 22年 4月 大気海洋研究所に組織替え・教授 

平成 24年 4月 本学海洋研究所・海洋物理学部門・教授 
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